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東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
か
ら

発
表
さ
れ
た「
過
去
10
年
間
に
お

け
る
26
市
の
税
政
分
析
参
考
資

料
」を
も
と
に
、市
民
税
収
入
額
を

比
較
し
て
み
ま
し
た
。本
市
の
税

収
が
最
も
多
か
っ
た
平
成
９
年
度

と
平
成
15
年
度
と
で
は
、個
人
分

と
法
人
分
の
合
計
は
左
の
表
の
よ

う
な
状
況
で
し
た
。

　

各
市
の
市
民
税
合
計
収
入
額
の

順
位
は
、平
成
９
年
度
は
ほ
ぼ
人

口
の
多
い
順
に
並
び
ま
す
が
、平

成
15
年
度
で
は
大
き
な
変
化
が
見

ら
れ
ま
す
。平
成
９
年
度
と
の
比

較
で
は
約
18
〜
29
％
減
と
大
き
く

減
少
し
て
お
り
、地
方
自
治
体
税

収
入
ひ
っ
迫
の
様
相
を
如
実
に
示

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、武
蔵
野
市

だ
け
は
４
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、極
め
て
特
異
な
状
況
に
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。本
市
は
、小

平
市
の
29
％
に
次
ぐ
28
％
の
減
少

を
示
し
て
お
り
、こ
の
状
況
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
財
政
運
営
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、本
市
の
減
収
の
原
因

で
あ
る
法
人
分
の
状
況
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

市
民
税
収
入
額
の
状
況
①

　ダストボックス収集方式は、利便性や美観のうえで優れ
ています。しかし、一方で、ごみを排出する市民一人ひとり
のモラルが重要になります。
　ごみを分別しないで、自分のごみだけがダストボックス
に入ればいいという無責任な使い方をすると、利便性や美
観を損なうだけでなく、ごみを減らすこともできません。
　市では、ダストボックス収集方式を維持しながらごみを
減らすために、10年間でごみ減量50％を目標に、現在、１万
トンごみ減量大作戦を展開しています。
　環境への負荷を減らし、より良い環境を将来へ引き継ぐ
ために、循環型社会の実現にご協力ください。
　問合せは、ごみ減量推進課リサイクル係（３３５・４４３
７）へ。

◆市民税合計収入額◆

市　名 平成９年度 平成15年度 増減率
（％）順位 収入額 順位 収入額

八王子市 １ 448 １ 368 △　18
町 田 市 ２ 367 ２ 301 △　18
府 中 市 ３ 247 ５ 177 △　28
調 布 市 ４ 241 ４ 191 △　21
武蔵野市 ５ 197 ３ 205 4
三 鷹 市 ６ 190 ６ 156 △　18
小 平 市 ７ 169 10 120 △　29

（単位：億円）

　

ご
み
を
分
別
せ
ず
、資
源
が
混
入
し
た
ま
ま
ご
み

を
排
出
す
る
こ
と
が
、ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
あ
ふ
れ

さ
せ
て
し
ま
う
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。ご

み
の
分
別
や
資
源
回
収
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
実
践

す
る
こ
と
は
、ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
あ
ふ
れ
さ
せ
な

い
だ
け
で
な
く
、ご
み
の
減
量
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
の
資
源
回
収
を
利
用
し
、ご
み
の
減
量
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■
販
売
店
で
の
回
収

　

自
動
販
売
機
や
店
頭
脇
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
・

び
ん
、発
泡
ト
レ
イ
な
ど
の
回
収
容
器
を
設
置
し
、

回
収
し
て
い
ま
す
。

■
水
曜
日
の
資
源
回
収

▽
紙
類（
新
聞
紙
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、お
菓
子
箱

な
ど
）…
品
目
ご
と
に
ひ
も
で
十
字
に
縛
っ
て
、み

ど
り
の
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
脇
へ

▽
布
類
…
透
明
な
袋
に
入
れ
て
、ひ
も
で
十
字
に

縛
っ
て
、み
ど
り
の
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
脇
へ（
雨
天

時
は
回
収
不
可
）

▽
缶
・
び
ん
…
す
す
い
で
か
ら
専
用
の
回
収
か
ご
へ

■
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
で
の
回
収

　

各
文
化
セ
ン
タ
ー
、公
会
堂
な
ど
に
設
置
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
で
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
発
泡
ト

レ
イ
・
紙
パ
ッ
ク
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

■
集
団
回
収
の
利
用

　

集
団
回
収
で
は
、紙
類
、布
類
、缶
・
び
ん
な
ど
の

資
源
が
混
入
し
て
い
ま
す

ご
み
の
排
出
に
は
分
別
を

ごみとなるものは買わない・断る　資源は分別する

●地域ごみ対策推進員連絡会
　ニュースの発行やキャンペーンに参加し、自治会

活動の一環としてごみ減量に取り組んでいます。今

後は、より地域に密着した活動を展開するため、文化

センターごとの支部組織の確立を目指しています。

私たちも積極的にごみ減量に私たちも積極的にごみ減量に
取り組んでいます取り組んでいます

● リサイクル推進協会・リサイクルフェスタ実行委
員会
　市民・事業者で構成された会員が、ごみ減量キャン

ペーンやフリーマーケットを開催し、ごみ減量・リサ

イクルの啓発活動を行っています。

●マイバッグ持参運動実行委員会・マイバッグクラブ
　マイバッグの利用で無

駄なレジ袋の受け渡しを

削減するなど、買い物の

ときから始まるごみ減量

を提案しています。その

第一歩として、買い物の

ときに自分で持参した

袋の使用を呼び掛けるた

め、市民・事業者が協力し、毎月５日に市内スーパー

マーケットでキャンペーンを実施しています。

　
ご
み
の
出
し
方
を
ま
と
め
た

Ｄ
Ｏ 

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
を
配
布 

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
、正
し
く
分
別

を
行
い
、ご
み
減
量
を
進
め
る
手
引
き
と
し

て
各
家
庭
に「
Ｄ
Ｏ 

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
」を

配
布
し
ま
し
た
。

　

分
別
に
迷
う
も
の
や
、ご
み
・
資
源
の
正
し

い
出
し
方
を
細
か
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｏ 

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
を
活
用
し
、実
践

す
る
こ
と
で
ご
み
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

資
源
を
市
民
団
体
が
自
主
的
に
回
収
し
ま
す
。な

お
、集
団
回
収
を
実
施
す
る
団
体
は
、市
へ
団
体
登

録
す
る
と
奨
励
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ごみ減量ごみ減量
ローラー作戦ローラー作戦

ごみの分別を説明します

缶・びん缶・びん

ペットボトルペットボトル

新聞・雑誌新聞・雑誌

古　布古　布

　市では、自治会などの市民のグルー

プを対象に、職員が直接ごみの分別方

法などを説明する「ごみ減量ローラー

作戦」を実施しています。集会などを行

う際に、ぜひ、ご利用ください。

　申込みは、ごみ減量推進課清掃事務

所（３６０・０３５５）へ。

ダスト
ボック

スの

ダスト
ボック

スの

ごみの
中には

ごみの
中には

多くの
資源が

混入し
ていま

す

多くの
資源が

混入し
ていま

す
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基
本
計
画
の
概
要

■
基
本
計
画
の
目
的

　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
と
郷
土
の

森
博
物
館
及
び
そ
の
周
辺
を「
水

と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
拠
点

と
し
て
、観
光
の
視
点
を
含
め
て

見
直
し
、整
備
す
る
た
め
の
基
本

的
な
方
針
を
示
し
ま
す
。

■
見
直
し
・
整
備
の
目
標

　

対
象
区
域
は
、多
摩
川
に
隣
接
し

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
整
備
基
本
計
画
を
策
定

委
員
を
委
嘱

府
中
市
体
育
指
導
委
員

　

４
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
々

が
教
育
長
か
ら
、府
中
市
体
育
指

導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。体

育
指
導
委
員
は
、ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
企
画
・

運
営
や
グ
ル
ー
プ
の
指
導
・
育
成

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、体
育
課
振
興
係（
３

３
５
・
４
４
９
９
）へ
。

■
府
中
市
体
育
指
導
委
員

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

▽
秋
山
祐
子（
多
磨
町
１
の
17
）

▽
安
藤
美
江（
晴
見
町
２
の
18
）

▽
五
日
市　

久（
新
町
２
の
６
）

▽
岩
崎
雅
子（
押
立
町
２
の
１
）

▽
植
竹
照
雄（
住
吉
町
１
の
80
）

▽
大
竹
ひ
と
み（
宮
西
町
５
の
12
）

▽
島
中
雅
人（
天
神
町
２
の
11
）

▽
清
水
文
衛（
多
磨
町
２
の
36
）

▽
鈴
木
け
い
子（
是
政
１
の
49
）

▽
須
藤
靖
子（
住
吉
町
３
の
48
）

▽
瀬
戸
口
幸
則（
四
谷
３
の
50
）

▽
髙
橋
弘
蔵（
小
柳
町
４
の
11
）

▽
武
井
保
雄（
白
糸
台
１
の
73
）

▽
深
津
康
人（
是
政
１
の
38
）

▽
宮
坂
洋
子（
是
政
５
の
21
）

▽
本
村
良
子（
天
神
町
４
の
７
）

▽
安
田
雅
一（
押
立
町
１
の
15
）

▽
山
田
登
志
郎（
栄
町
２
の
２
）

▽
山
本
道
雄（
本
宿
町
４
の
10
）

▽
吉
田
峰
生（
新
町
２
の
14
）

▽
渡
辺
俊
雄（
天
神
町
２
の
23
）

▽
渡
辺
紀
子（
多
磨
町
１
の
２
）

５
月
16
日（
月
）か
ら
22
日（
日
）

春
の
行
政
相
談
週
間

　

市
内
の
用
水
路
や
緑
地
な
ど
の
水
と
緑
を
結
び
、人
と
自
然
が
共
生

す
る
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、市
で
は
、市
民
参
加
に

よ
る
検
討
協
議
会
の
報
告
を
受
け
て
、市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
周
辺
を「
水

と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
拠
点
と
し
て
見
直
し
、整
備
す
る
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
計
画
は
、府
中
駅
北
第
２
庁
舎
７
階
公
園
緑
地
課
、市
役

所
３
階
市
政
情
報
公
開
室
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.

fuchu.tokyo.jp/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、公
園
緑
地
課
緑
化
推
進
係（
３
３
５
・
４
３
１
３
）へ
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、国
の

仕
事
へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
が

あ
る
と
き
は
、総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

市
・
都
・
国
で
は
、春
の
行
政
相

談
週
間
に
ち
な
み
、次
の
と
お
り

行
政
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、広
報
課
市
民
相
談

担
当（
３
６
６
・
１
７
１
１
）へ
。

■
定
例
相
談

▽
日
時 

５
月
17
日
・
24
日（
火
）

午
後
２
時
〜
４
時

▽
場
所 

市
役
所
１
階
市
民
相
談

室▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

年
金
・
保
険
、道
路
・
河

川
、郵
便
、登
記
、福
祉
な
ど
行
政

全
般
に
つ
い
て
の
相
談

■
行
政
相
談
委
員

▽
馬
場
出
雲（
３
６
３
・９
２
７
２
）

▽
熊
野
光
子（
３
６
１・３
７
７
３
）

▽
清
水
早
苗（
３
６
０
・８
３
３
３
）

▽
菊
地
清
彦（
０
４
２・５
７
６
・３

７
３
７
）

▽
田
中
重
男（
３
６
６
・５
８
５
９
）

▽
髙
野
次
郎（
３
６
１・７
３
０
０
）

■
東
京
総
合
行
政
相
談
所

▽
日
時 

毎
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
／
た
だ
し
、休
業
日
を
除

く▽
場
所 

西
武
百
貨
店
池
袋
店
７

階▽
問
合
せ　

東
京
総
合
行
政
相
談

所（
０
３
・
３
９
８
７
・
０
２
２
９
）

■
総
務
省
東
京
行
政
評
価
事
務
所

「
行
政
苦
情
１
１
０
番
」

▽
日
時 

月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
／
た
だ
し
、

祝
日
を
除
く

▽
問
合
せ　

東
京
行
政
評
価
事
務

所（
０
５
７
０
・
０
９
０
１
１
０
）

た
豊
か
な
緑
地
と
多
く
の
用
水
路

や
緑
道
が
存
在
し
、郷
土
の
森
博

物
館
や
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
な

ど
、市
内
で
も
有
数
の
文
化
施
設

や
運
動
施
設
が
整
備
さ
れ
、様
々

な
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
然
的
、歴
史
的
特
徴

の
あ
る
用
水
や
多
摩
川
の「
み
ず
」

と
公
園
・
緑
地
の
豊
か
な「
み
ど

り
」を
生
か
し
、市
内
の
水
と
緑
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
で
、こ
の
区
域
を
一

層
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、市
内
外

か
ら
よ
り
多
く
の
集
客
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

■
目
標
を
具
体
化
す
る
た
め
の
方

針
　

対
象
区
域
を
森
の
公
園
、ス

ポ
ー
ツ
、多
摩
川
体
験
、緑
道
・
遊

歩
道
の
４
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分

し
、観
光
、環
境
・
防
災
、教
育
・
学

習
、景
観
、郷
土
、交
通
・
安
全
、健

身
近
な
相
談
相
手
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員

　

５
月
12
日（
木
）は
、「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」で
す
。

　

現
在
、市
内
に
は
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
１
７
１
人

の
民
生
委
員･

児
童
委
員
が
、そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
で
地
域
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
す

る
民
生
委
員･

児
童
委
員
に
つ
い

て
は
、地
域
福
祉
推
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

相
談
上
の
個
人
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
６

１
）へ
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

　

民
生
委
員
は
、市
民
の
皆
さ
ん

と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す
。

生
活
に
お
困
り
の
方
や
障
害
の
あ

る
方
、高
齢
者
、ま
た
は
そ
の
家
族

な
ど
、援
助
を
必
要
と
し
て
い
る

方
々
か
ら
の
相
談
に
幅
広
く
応

じ
、必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
、福
祉
に
つ
い

て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。ま
た
、関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
問
題
解
決
に
向
け
活
動

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、民
生
委
員
は
、全
員
が

児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
て
、児
童
・

妊
産
婦
・
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

様
々
な
相
談
を
受
け
、児
童
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
も
活
動
し
て
い

ま
す
。い
じ
め
や
不
登
校
、子
育
て

の
不
安
、虐
待
な
ど
、近
年
多
様
化

す
る
子
供
に
つ
い
て
の
課
題
に
対

し
、地
域
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

て
、小･

中
学
校
や
児
童
相
談
所
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
解
決
に
あ

た
り
ま
す
。

■
主
任
児
童
委
員
の
活
動

　

主
任
児
童
委
員
は
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
中
で
、児
童
福
祉
に

つ
い
て
専
門
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、市
で
は
12
人
の
主
任
児

童
委
員
が
、児
童
関
係
機
関･
団

体
な
ど
と
の
連
絡･

調
整
や
児
童

委
員
へ
の
援
助･

協
力
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、地
域
の
児
童
の
健

全
育
成
や
児
童
福
祉
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
が
大
切
で
す

肺
が
ん
検
診

▽
日
時 

６
月
28
日（
火
）か
ら
30

日（
木
）午
前
９
時
〜
正
午

▽
会
場 

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

▽
対
象 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
昭
和
11
〜
30
年
生
ま
れ
の
方

○
せ
き
・
た
ん
が
１
か
月
以
上
続

く
方

○
血
た
ん
が
半
年
以
内
に
あ
っ
た

方○
喫
煙
指
数（
喫
煙
年
数
×
１
日

の
本
数
）が
４
０
０
以
上
の
方

○
た
ば
こ
を
多
く
吸
う
人
が
身
近

に
い
る
方

▽
定
員 

２
０
０
人（
抽
せ
ん
）

▽
費
用 

無
料

▽
内
容 

問
診
、胸
部
Ｘ
線
直
接

撮
影
、た
ん
検
査

▽
申
込
み 

５
月
17
日（
火
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）に
、往
復
は
が

き（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、性
別
、電
話

番
号
、返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し

て
、市
民
医
療
セ
ン

タ
ー「
肺
が
ん
検
診
」

係（
〒
183｜

0055
府
中
町
２
の
25
）へ

／
検
診
日
時
は
後
日
通
知

▽
問
合
せ 

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

成
人
保

健
係（
３
６
８
・５
３
３
８
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
ふ
れ

あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
会　

十
八
万

七
九
〇
〇
円
▽
矢
崎
歯
科
医
院
と

患
者
さ
ん
一
同　

一
万
三
九
四
六

円

　梅雨どきの長雨や台風、集中豪雨などによる河川のはんらん
や都市化に伴う地下階への浸水を想定し、市、府中消防署、府中
市消防団による合同の水防演習を実施します。
　水害に備えた実践的な訓練をご覧ください。

▽日時 ５月14日（土）午前９
時～11時半
▽場所 是政４丁目の多摩川
河川敷（多摩川緑地）
▽内容 地下への浸水防止と
河川のはんらん防止のための
水防工法など
▽問合せ 防災課災害対策係
（３３５・４０９８）、または府
中消防署（３６６・０１１９）

水害に備えて　合同水防演習合同水防演習

▲浸水を防ぐ積み土のう工法

新
た
に
次
の
方
が

民
生
・
児
童
委
員
に

委
嘱

　

４
月
１
日
付
け
で
、次
の
方
が
民

生・児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
６

１
）へ
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員（

敬
称
略
）

▽
田
中
善
雄（
３
６
３
・
３
３
１
１

／
若
松
町
４
丁
目
西
・
５
丁
目
西

担
当
）

使
用
日
数
に
応
じ
て

水
道
料
金
に
日
割

算
定
方
式
を
導
入

　

５
月
か
ら
、月
の
途
中
で
水
道

の
使
用
を
開
始
・
停
止
し
た
と
き

は
、使
用
日
数
に
応
じ
て
、水
道
料

金
を
日
割
り
で
計
算
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、水
道
課
料
金
担
当

（
３
３
５
・
４
４
６
６
）、ま
た
は
都

水
道
局
多
摩
水
道
改
革
推
進
本
部

（
０
４
２
・
５
２
７
・
３
３
０
８
）

へ
。

康
の
７
つ
の
視
点
か
ら
見
直
し
、

整
備
す
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
、整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

環
境
へ
の
配
慮
、経
済
性
、関
連
す

る
計
画
と
の
整
合
、ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
配
慮
し
ま
す
。

■
今
後
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
以
降
は
、実
施
計

画
を
策
定
し
、順
次
拠
点
の
見
直

し
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
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市民農業大学「古代米コース」
受講生募集

　日常生活ではなかなか経験すること
のできない田植えを行ってみませんか。
▽日時 ６月５日からの日曜日　午前
中（全６回程度）
▽場所 日新町５の42ほかの農地
▽対象 市民
▽定員 50人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 お米（古代米・餅米）の田植え
から収穫、餅つき
※お子さんもできる簡単な作業です。
▽講師 澤井行雄氏（ＪＡマインズ西
府地区青年部員）
▽申込み ５月20日（金）まで（必着）
に、往復はがきに住所、氏名、年齢、電話
番号、学生の場合は学校名・学年、返信
用あて名を記入して、〒183－8703生活
文化部経済観光課へ
▽問合せ 経済観光課農政係（３３５・
４１４３）

青少年音楽祭
出演団体募集

▽日程 合奏の部…８月27日（土）・合
唱の部…28日（日）
▽会場 府中の森芸術劇場
▽対象 市内で活動している青少年の
音楽団体
▽費用 無料
▽申込み ５月20日（金）までに、市役
所８階生涯学習課へ
▽問合せ 生涯学習課企画振興係（３
３５・４４６４）

小学生・高齢者
自転車競技大会

　市では、子供と高齢者への交通安全
意識の啓発と自転車運転技術の習得を
目的に、自転車競技大会を実施します。
▽日時 ５月21日（土）午後２時～４時
半／雨天中止
▽会場 一小校庭
▽問合せ 地域安全対策課安全係（３
３５・４１４７）

けやきフェスタ２００５
民踊流し講習会

　５月29日（日）の「けやきフェスタ２
００５」で行う民踊流しの事前講習会
を右上の表のとおり開催します。

　問合せは、府中市観光協会事務局
（３３５・４０９５＝経済観光課内）
へ。

家庭教育学級
「子どもの可能性をのばす
親子関係心理学」／Ｆ

▽日時 ６月の毎週土曜日、７月９
日（土）午前10時～11時半
▽会場 生涯学習セン

ター

▽対象 全回出席できる方
▽定員 50人（抽せん）
▽費用 無料
▽内容 子育てについての不安な気
持ちや悩み、親子関係を心理学に基
づき考える
▽講師 庭野静子氏（心理カウンセ
ラー）
▽託児 １歳～就学前の幼児15人／
おやつ代500円が必要
▽申込み ５月18日（水）まで（当日
消印有効）に、往復はがき（１人１枚）
に住所、氏名（ふりがな）、電話番号、
託児希望の方は幼児の氏名（ふりが
な）・生年月日、返信用あて名を記入
して、〒183－8703生涯学習部生涯学
習課へ
▽問合せ 生涯学習課企画振興係
（３３５・４４６３）

歯科健康講座「歯と口くうの健康～
いつまでも美味しく食べる」
▽日時 ６月９日（木）午後１時半～

３時半
▽会場 市民医療セン

ター

▽定員 先着30人
▽費用 無料
▽講師 木村純一氏（府中市歯科医
師会歯科医師）
▽申込み ５月13日（金）から電話
で、市民医療セン

ターへ
▽問合せ 市民医療セン

ター成人保健係
（３６８・５３３８）

お早めに返送を
老人医療調査票兼同意書

　市・都では、昭和10年７月２日から
昭和12年６月30日生まれの方を対象
に、医療費の助成（所得制限と健康保
険の制限あり）を行っています。
　対象の方に「老人医療調査票兼同
意書」を郵送しましたので、５月23日
（月）までに、必要事項を記入・押印し
て、高齢者福祉課ヘ返送してくださ
い。
　調査票兼同意書が返送されない場
合は、新しい医療証を発行できませ
んので、早めに返送してください。
　なお、新しい医療証は、６月下旬に
該当する方へ郵送します。
　問合せは、高齢者福祉課医療係（３
３５・４０３３）ヘ。

軽自動車税の
納税通知書を発送

　軽自動車税は、毎年４月１日に登
録のあるバイクや軽自動車の所有
者、または使用者に課税されます。
　対象の方に納税通知書を郵送しま
したので、納期限の５月31日（火）ま
でに納めてください。
　なお、預金口座振替をご利用の方
には、後日車検用納税証明書をお送

りします。
　問合せは、市民税課諸税係（３３５・
４４４０）へ。

農業委員会委員選挙
立候補予定者説明会

　７月19日（火）に任期満了となる､農
業委員会委員選挙の立候補予定者説明
会を開催します｡
▽日時 ６月９日（木）午後１時半
▽場所 市役所北庁舎３階会議室
▽問合せ 選挙管理委員会事務局選挙
係（３３５・４４８６）

ラリーテニス教室

▽日時 ６月６日・13日・20日（月）午後
７時～９時
▽会場 白糸台体育館
▽対象 市民
▽定員 先着20人
▽費用 無料
▽申込み・問合せ　体育課振興係（３３
５・４４９９）へ

■高齢者保健福祉・介護保険事業計画
策定委員会
　５月17日（火）午前10時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／傍聴は午前10時15分から／
問合せは介護保険課高齢介護事業計画
担当（３３５・４１２９）へ
■水辺の楽校推進協議会
　５月17日（火）午後４時半　府中駅北
第２庁舎３階会議室／傍聴希望の方は
当日直接会場へ／問合せは公園緑地課
緑化推進係（３３５・４３１３）へ

■ビーズステッチ体験会　５月23
日（月）午前10時～11時45分　生涯
学習セン

ター／先着15人／費用1000円
（材料費）／内容はペヨーテのリン
グ作成／講師は清水美和子氏（楽
習フォーラムビーズアートステッ
チ本部講師）／申込み・問合せは清
水あて（090・6548・6960）へ
■都ホームヘルパー養成研修２級
課程　６月５日（日）から11月20日
（日）　よつや苑ほか／定員40人／
費用66800円／申込みは５月31日
（火）までに、正吉福祉会へ／問合
せも同会教育研修推進室・櫻井あ
て（331･2001）へ
■見学会「武蔵野台地の湧水めぐ
り」　５月29日（日）午前９時半　
西国分寺駅集合／先着30人／無料
／内容は国分寺崖線の湧水を巡っ
て、約５キロメー

トルを歩く／昼食持参
／小学生以下は保護者同伴／申込
みは電話、またはＦＡＸで日本地

下水学会事務局へ／問合せも同事務
局（03･3549･1135＝ＦＡＸ同番）へ、
月・木・金曜日に
■府中ともしび映画の会上映会「こ
んばんは」　５月28日（土）午後零時
20分・３時20分・６時20分　中央文化
セン
ター／入場料18歳以上1200円、17歳以
下・障害のある方700円（前売りは各
200円引き）／申込み・問合せは大平
宅（368・1826）へ
■香川有美シャンソン動物愛護チャ
リティーコンサート　６月５日（日）
午後６時　中央文化セン

ター／入場料3000
円／申込み・問合せは動物の命を守る
会「猫一代」・橋本あて（361・4412）へ
■チャリティーコンサート「虹のま
つり」　５月29日（日）午後３時　府
中グリーンプラザ／入場料2800円
（前売りは300円引き）／内容は揚琴
と中国琵琶の演奏／申込み・問合せ
はレインボー国際協会（362・2323）へ
■講演会「サッカーの楽しさ～み
る！する！子どもからシニア」　５
月22日（日）午後５時半　府中の森芸
術劇場／先着100人／費用1000円／

講師は長沼　健氏（日本サッカー協会
最高顧問）／申込みは５月15日（日）ま
でに、電話、またはＦＡＸ（360・52
83）で府中市少年サッカー連盟へ／
問合せも同連盟・豊嶋あて（360・52
81）へ
■西雅会日本画展　５月18日（水）か
ら22日（日）午前10時～午後５時（18
日は午後１時から、22日は午後４時
まで）　府中グリーンプラザ分館／
無料／問合せは金子宅（364・6474）へ
■コーラス無料体験講座　５月15
日・29日（日）午後６時半～９時　片
町文化セン

ター／内容はオペラ「椿姫」の
コーラス／講師は升水弘之氏（音楽
講師）／主催はアンサンブル・バッカ
ナーレ／申込みは電話、またはＦＡ
Ｘ（03・3751・4700）で升水宅へ／問
合せも同宅（03・3751・1818）へ
■植物画さつき会展　５月21日（土）
から６月９日（木）午前９時～午後10
時　生涯学習セン

ター／内容は身近な植物
から絶滅危ぐ種までの植物画／問合
せは福島宅（302・2436）へ

日　時 会　場
５月19日（木）午後１時 新町文化セン

ター

５月23日（月）午後１時 中央文化セン
ター

５月25日（水）午後１時半 中央・
住吉文化セン

ター

５月26日（木）午後１時 西府文化セン
ター
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

　・学習事業係　３３６・５７０８

■エル・ネット「オープンカレッジ」／Ｆ
　講座名・日程・時間は下の表のとおり
　語学室／定員各30人／無料（希望者の
みテキスト代各回100円）／申込みは各
講座の初回の前日まで（必着）に、はが
き、またはFAX（336・5709）に講座名、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を
記入して、当セン

ター学習事業係へ／電子申
請、または講座応募箱での申込み可／定
員を超えた場合のみ参加の可否を連絡

生涯学習セミナー受講生募集

①教養セミナー

■けやき寿学園／Ｆ
　日程・内容・講師は下の表のとおり　
講堂／定員290人／無料

②実技セミナー

■陶芸入門／Ｆ
　６月10日から７月８日の水・金曜日
　午前10時～正午（全８回）　陶芸室ほ
か／定員20人／費用9000円（教材費含
む）／内容は陶芸の基礎、技術を学び作
品を制作／講師は高木信之氏（陶芸家）

③スポーツセミナー

■体験アクア＆ウォーキング教室
　６月10日から24日の毎週金曜日　午
後２時～４時　温水プール／定員20
人／費用1500円／講師は宮嵜裕子氏
（アクアエクササイズインストラクター）

◇　　　◇　　　◇
　対象は平成２年４月１日以前生まれ
の市民（けやき寿学園は60歳以上の市
民）／申込みは５月18日（水）まで（当日

消印有効）に、往復はがき（１人１枚）
に希望講座名、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、返信用あて名を記入
して、当セン

ター学習事業係へ／電子申請
可／②③は申込み多数の場合は初め
ての方を優先して抽せん

　３６８・７９２１
観覧料　大人２００円・子供１００円

■太陽観望会
　５月14日・28日（土）午前10時半～
正午、午後１時～３時半　本館前／
内容はペガサスで太陽黒点などを観
察／雨天・曇天中止
■森のお話会
　５月14日（土）午後２時45分　旧越
智家住宅／内容は「だいくとおにろ
く」ほか／語りは十べえお話の会
■星空観望会～木星を観察しよう
　５月14日（土）午後７時半～９時　
当館正門前集合／費用大人100円、
子供50円／内容は木星や月、季節の
星雲・星団などを観察／協力は府中
天文同好会／中学生以下は保護者同
伴／雨天・曇天中止（当日午後３時に
決定）
■竹細工教室～バランス竹とんぼ
　６月19日（日）午後１時～３時　ふ
るさと体験館／対象は高校生以上の
方／先着20人／費用500円／内容は
竹とんぼの置物を作る／講師は波多
野誠山氏（バランス竹とんぼづくり
指導者）／申込みは電話で当館へ

　３３６・３３７１

■市民ギャラリー「岡部文明展～ピ
エロを描く30年の軌跡」
　５月17日（火）から22日（日）午前10
時～午後５時　市民ギャラリー／無
料／内容は油彩、アクリル画などの
展示
■常設展ギャラリートーク
　５月21日（土）午後２時　常設展示
室／無料（常設展観覧料が必要）／内
容は油彩画と水彩画をテーマとする
作品解説／講師は当館学芸員／当日
直接常設展示ロビーへ
■市民ギャラリー「府中美術写真会
写真展」
　５月24日（火）から29日（日）午前10

時～午後５時（24日は午後１時から、
29日は午後３時まで）　市民ギャラ
リー／無料／内容はスナップ作品の
展示

　３３５・６２１１

■プロムナードコンサート～様々な
音色を織りなすパイプオルガン
　５月14日（土）①午前10時半（親子
向）、②正午（大人向）　ウィーンホー
ル／各回先着500人／無料／出演は
春日朋子（パイプオルガン）／曲目
は①「星に願いを」「ミッキーマウ
スマーチ」、②バッハ…「前奏曲と
フーガ　イ短調BWV543」ほか／②
は小学校入学前のお子さんの入場
不可

　３６０・３３１１

■ふしぎ発見科学教室「動き出す絵
を作ろう」
　５月28日（土）午後１時半～４時　
学習室／対象は小学３年生以上の方
／先着25人／費用300円／内容は実
験を通じて人の目のふしぎな力を体
感する／協力は科学体験クラブ府中
／申込みは５月11日（水）午前９時か
ら当館へ（電話可）

　３６０・１３１２／ ３６８・６１２７

心身障害者福祉 セン
ター

■料理教室
　５月21日（土）午前11時～午後２時

／対象は視覚障害のある方とその家族
ほか／先着10人／費用300円／内容は
野菜いためほか／申込みは当セン

ターへ
■パソコン質問・相談
　５月21日（土）午後１時～５時／対象
はパソコンの基本操作ができる身体・
知的障害のある方／初めて利用する方
は申込みが必要／申込みは当セン

ターへ
■ショッピング＆喫茶ツアー
　６月２日（木）午後１時～４時　当セン

ター

集合／対象は視覚障害のある方とその
家族ほか／先着６人／無料（交通費な
どは自己負担）／内容はちゅうバスを
利用し、福祉の店「は～もにぃ」での買
い物と喫茶／申込みは当セン

ターへ／付添人
を希望する方は申込み時にお知らせく
ださい

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

　・保健福祉人材育成セン
ター　３６６・５６１１

■１日ボランティア教室
　５月17日（火）午後１時半～４時　ふ
れあい会館／対象はこれから市内でボ
ランティア活動を始めようと思ってい
る方／内容はボランティア活動時の心
構え、車いすの扱い方ほか／申込み・問
合せは府中ボランティアセン

ターへ
■ホームヘルパー養成研修２級課程
　６月20日（月）から９月30日（金）（全26
回）　ふれあい会館ほか／対象は市内で
ホームヘルパーなどとして働くことを
希望する方で全回出席できる方／定員
40人／受講料23500円（テキスト代含
む）、実習費8000円／申込みは５月17日
（火）・18日（水）に、決められた用紙（土・
日曜日を除き保健福祉人材育成セン

ター、市役
所１階地域福祉推進課に用意）で、当セン

ター

へ／申込み時に面接を実施／問合せは
当セン
ターへ

回 日　程 内　容 講　師

１ ６月10日
（金）

金子みすず人
と作品

矢崎節夫氏
（金子みすず記念館長）

２ ６月17日
（金）

生涯学習と高
齢化

瀬沼克彰氏
（桜美林大学教授）

３ ７月 １ 日
（金）

人生、いつで
も夢追い人で

江見康一氏
（一橋大学名誉教授）

４ ７月 ８ 日
（金）

海と船・船長
が語る船旅の
魅力

渡辺輝夫氏
（商船三井名誉船長）

５ ７月15日
（金）

多摩文学散歩
Ⅲ

大河内昭爾氏
（文芸評論家）

６ ７月22日（金）
高齢者の心臓
病治療法

長山雅俊氏
（榊原記念病院医師）

７ ７月29日
（金）

府中の京王線
今昔

今野耕作氏
（埼玉大学特任教授）

※時間は、いずれも午後２時～４時。

■府中社会保険事務所の年金相談　
相談時間の延長…毎週月曜日の午後
７時まで（月曜日が休日の場合は直
後の開庁日）／休日年金相談…毎月
第２土曜日と９月までの第３土曜日
　午前９時半～午後４時／問合せは
同事務所（361・1011）へ
■健康スポーツ講座「テニス～基礎
編」　５月14日から６月11日の毎週

土曜日　午前10時～正午　東京農
工大学小金井キャンパス／先着36
人／費用5600円／申込みは電話、
またはＦＡＸで同大学・田中あて
へ／問合せも同大学・田中あて
（388・7969＝ＦＡＸ同番）へ
■自動車リサイクル法が始まって
います　自動車はリサイクル料金
の預託が必要です／廃車する場合
は引取業登録事業者へ引き渡して
ください／問合せは都環境局産業
廃棄物対策課（03・5388・3571）へ

◆エル・ネット「オープンカレッジ」◆
講　座　名 日　　程 時　　間 大　　学 全回数

琉球と中国・アジアとの交流史 ６月 ２ 日・ ９ 日（木） 午前10時～11時50分 琉 球 大 学 ２
まちづくり学 ６月10日・17日・24日（金）午前10時～11時40分 松 山 大 学 ３
街がはぐくむ演劇、演劇がはぐ
くむ街

６月13日・20日（月） 午前10時～11時50分
愛 媛 大 学 ３

６月27日（月） 午前10時～11時40分
世界のことばでこんにちは ６月22日・29日（水）

午前10時～11時50分
兵 庫 教 育 大 学 ２

体ほぐしの運動 ６月23日（木） 中 京 女 子 大 学 １
衛生管理技術～消毒法 ６月30日（木） 午前10時～11時40分 山野美容芸術短大 １

▽日時 ６月19日（日）午前９時半／
雨天実施
▽会場 市民陸上競技場
▽対象 市民、市内在学の方で、①選
手権大会…小学５・６年生と高校生
以上、②中学校対抗…中学生
▽種別 ①一般（高校生以上）、壮年
（30歳以上）、小学生（５・６年生）、②
学校別対抗の各男女
※年齢は大会当日の年齢です。
▽費用 一般・壮年…１種目800円、
リレー１チーム1000円、小・中学生…
１種目500円、リレー１チーム800円
※①は１人２種目まで（リレーを除
く）、小学生は１人１種目です。
※②は１校１種目２人まで、リレー

は１種目１チームです。
▽主催 府中市陸上競技協会
▽申込み ５月18日（水）から20日
（金）の午後５時～８時に、決めら
れた用紙（市役所８階体育課、市民
陸上競技場に用意）と費用を持っ
て、市民陸上競技場へ／郵送の場
合は５月20日（金）まで（必着）に、
定額小為替を同封して、大谷久知
宅（〒183－0053天神町２の25の
20）へ
▽問合せ 体育課振興係（３３５・
４４７７）

t 

持
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限
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し
て

参加者

募　集
陸上競技選手権大会陸上競技選手権大会陸上競技選手権大会陸上競技選手権大会
野口栄治杯争奪中学校対抗

▽宿泊料金　１泊中学生以上800円、
３歳～小学生400円
※市内在勤、市外の方は別料金です。
▽申込み　利用希望日の３か月前
（30人以上の市民の団体は６か月
前、市内在勤・市外の方は１か月前）
から前日までに、市役所１階総合窓

口課、各文化セン
ター、府中グリーンプラ

ザへ
■臨時休館日
　５月12日（木）・13日（金）は自然
教室の準備のため、７月10日（日）
から12日（火）は館内消毒のため臨
時休館します。

　八ヶ岳府中山荘は、小・中学生の林間学校施設のため、布団の上げ下げ
などはセルフサービスとなっていますが、自炊設備やバーベキュー施設
があり、屋外ではキャンプファイヤー（１日１組）が楽しめます。また、山
荘内に食堂があり、食事もご用意できます（要予約）。
　ご家族、グループなどで、ぜひ、ご利用ください。
　問合せは、総務課施設係（３３５・４４２９）へ。

八ヶ岳府中山荘八ヶ岳府中山荘家族やグループでご利用を家族やグループでご利用を


